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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 例 １ ～ ５ は 、 本 発 明 に し た が う 自 然 発 生 的 な 表 面 処 理 の 前 、 お よ び 後 に お け る 、 種
々 の 黒 鉛 材 料 の 性 質 を 示 す 。 実 験 は 、 上 に 記 述 し た 装 置 を 用 い て 行 な っ た 。 使 用 し た 回 転
円 板 は 、 ０ ． ７ ５ ｍ の 周 囲 を も ち 、 回 転 速 度 は ｒ ｐ ｍ で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 １ ～ ５ は 、 本 発 明 に し た が っ て 処 理 し た 粉 末 に 関 し て 、 ス コ ッ ト 密 度 （ カ サ 密 度
） お よ び 突 き 固 め 密 度 が 、 顕 著 な 増 大 を 見 せ た 。 処 理 さ れ た 粉 末 は 、 ま っ た く 凝 集 体 が で
き な か っ た 。 粒 子 サ イ ズ 分 布 に 関 す る 結 果 的 な 変 化 は 、 小 さ な 摩 耗 効 果 の 指 標 で あ る 。 し
か し 、 ｄ 値 の わ ず か な 減 少 は 、 と く に 粒 子 の 摩 耗 に よ る ダ ス ト の 形 成 に よ り 引 き 起 こ さ れ
た も の で あ る 。 処 理 さ れ た 粒 子 の 多 孔 組 織 は 、 表 面 処 理 に よ っ て 影 響 さ れ な か っ た 。 処 理
に よ っ て 形 成 さ れ た ダ ス ト と 粒 子 サ イ ズ 分 布 の わ ず か な 減 少 と は 、 Ｌ ｃ 値 お よ び キ シ レ ン
密 度 の わ ず か な 減 少 の 主 た る 理 由 で あ る と 推 測 さ れ る 。 処 理 さ れ た 材 料 の 弾 性 回 復 は 、 シ
ャ ー プ に 落 下 し た 。 処 理 さ れ た 材 料 を 用 い て 圧 力 ２ ． ５ ト ン /cm 2 で 製 造 さ れ た 成 型 品 の 圧
縮 密 度 は 、 シ ャ ー プ に 増 大 す る 。 Ｂ Ｅ Ｔ 値 は 若 干 増 大 し た が 、 本 発 明 に し た が っ て 処 理 さ
れ た 粒 子 の 油 吸 収 量 お よ び バ イ ン ダ ー 吸 収 量 は 、 顕 著 に 減 少 す る 。 処 理 さ れ た 炭 素 粒 子 の
液 体 媒 体 中 へ の 分 散 物 は 、 未 処 理 の 炭 素 粒 子 の 分 散 物 よ り 、 顕 著 に 低 い 粘 度 を 示 し た 。 液
体 炭 素 分 散 物 の 固 形 分 含 有 量 は 、 本 発 明 の 炭 素 粒 子 を 使 用 す る こ と に よ り 、 ５ ％ 以 上 増 大
し た 。 本 発 明 に し た が っ て 処 理 し た 炭 素 の 電 気 抵 抗 は し た 。 本 発 明 に し た が う 粉 末 の
処 理 の 結 果 生 じ た 個 々 の 粒 子 の 表 面 に お け る 等 高 線 の 変 化 は 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に よ り 、
明 瞭 に 見 る こ と が で き る 。
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